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眼
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●宝
塚
は
孔
雀
の
街
だ
。
華
美
に
嬬
声
に
焼
惚
と
な
っ
た
も
の
の

歴
史
が
あ
る
。
そ
の
古
い
伝
統
か
ら
選
び
ぬ
か
れ
た
新
人
が
で
る

竹
里
早
代
。
雪
組
在
籍
。
音
楽
学
校
時
代
、
社
長
賞
を
受
け
、

昭
和
四
十
二
年
の
「
お
て
も
や
ん
」
で
、
見
事
に
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
の
難
関
を
突
破
し
て
抜
擢
さ
れ
る
。

鶴
の
掛
軸
を
背
に
す
る
と
、
閑
静
な
一
室
に
花
が
咲
い
た
よ
う

だ
。
淡
い
ピ
ン
ク
の
鹿
の
子
総
絞
り
が
、
サ
ッ
ち
ゃ
ん
の
雰
囲
気
を

つ
く
る
。
茶
目
シ
気
で
、
日
舞
が
藤
間
勘
早
知
と
い
う
名
取
り
で

あ
る
の
が
、
彼
女
を
灘
基
口
で
生
か
し
て
い
る
よ
う
だ
．

朝
か
ら
晩
ま
で
練
習
で
、
神
戸
に
出
る
と
い
つ
も
食
べ
歩
き
ね

と
眼
を
輝
か
せ
た
．
阪
急
沿
線
、
岡
本
に
住
む
。

写
真
は
、
い
ず
れ
も
自
宅
で

神
一

戸
一つ

〈
宝
塚
歌
劇
団
。
雪
組
〉

子
'6９

竹
里
早
代

〃

カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵
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あけましておめでとうございます

田崎真珠
本社・神戸市葺合区旗塚通６－９
三宮店・神戸新聞会館秀品店内
ﾊ ﾟ ｰ ﾙ ファーム神戸・神戸市灘区六甲台町２４
銀座店・東京都中央区銀座西６－５
バールファーム・溜池電停前( ショールーム）
ヒルトン店・東京ヒルトンホテル内
オーダ二店．ホテル・ニューオータニ内
札幌店。札幌パークホテル内
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霧

蕊

カ
メ
ラ
．
、
米
田
定
蔵
一

理
事
長
〉

昭
和
四
十
四
年
度

神
戸
青
年
会
議
所

／、

熟、

‘躍詞畷冒頭輔理

Ｐ

、
神
戸
Ｊ
Ｃ
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
オ
ピ
ニ
ォ
ン
リ
ー
タ
ー
と

し
て
の
責
任
に
燃
え
て
、
次
々
と
新
た
な
提
案
を
試
み
て
き
た
。

ｌ
今
年
は
、
今
ま
で
の
提
案
を
具
体
的
に
フ
ォ
ロ
ー
・
ア
ッ
プ
す

る
年
で
す
。
十
一
年
目
を
期
し
て
社
団
法
人
に
改
組
さ
れ
る
の
を

契
機
に
、
空
港
に
つ
な
が
る
都
市
圏
な
ど
に
通
じ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
地
道
な
活
動
と
、
そ
の
集
大
成
の
時
雷
期
を
む
か
え
て
い
ま
す

兵
庫
ト
ヨ
タ
自
動
車
取
締
役
と
い
う
要
職
に
あ
り
な
が
ら
、
地

元
へ
の
尽
き
せ
ぬ
愛
着
は
、
袖
芦
生
ま
れ
、
柚
芦
商
大
と
い
う
根

っ
か
ら
の
袖
叩
戸
っ
子
で
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

ス
マ
ー
ト
な
ブ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
は
、
学
生
時
．
代
か
ら
の
陸
上
競

技
の
た
ま
も
の
．
三
十
五
才
．

写
真
左
・
摩
耶
埠
頭
に
て
。
写
真
下
・
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
・
定
時
総
会
で
の
挨
拶

●
神
戸
っ
子
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､油＝会犀１
罰
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☆
写
真
は
、
前
列
左
か
ら

秋
田
博
正
〈
神
戸
Ｊ
Ｃ
初
代
理
事
長
〉

原
口
忠
次
郎
〈
神
戸
市
長
〉

井
植
歳
男
〈
三
洋
電
機
Ｋ
Ｋ
会
長
〉

鈴
木
栄
敬
へ
日
本
銀
行
神
戸
支
店
長
〉

角
南
猛
夫
〈
角
南
商
事
Ｋ
Ｋ
社
長
〉

石
野
成
明
〈
石
野
証
券
Ｋ
Ｋ
社
長
〉

小
田
欽
造
〈
三
つ
星
ベ
ル
ト
Ｋ
Ｋ
常
務
〉

後
列
左
か
ら

大
窪
朗
〈
大
窪
鉄
工
所
専
務
〉

水
谷
頴
介
〈
大
阪
市
大
都
市
計
画
研
究
室
〉

牛
尾
吉
朗
〈
ウ
シ
オ
エ
業
Ｋ
Ｋ
社
長
〉

滝
川
博
司
〈
兵
庫
ト
ヨ
タ
自
動
車
Ｋ
Ｋ
取
締
役
〉

小
林
博
司
〈
小
林
桂
Ｋ
Ｋ
専
務
〉

上
島
達
司
〈
上
島
瑚
排
Ｋ
Ｋ
副
社
長
〉

木
津
雅
敏
〈
神
戸
金
型
工
業
Ｋ
Ｋ
専
務
〉

小
泉
康
夫
〈
神
戸
っ
子
編
集
長
〉

欠
席
者

岡
崎
真
雄
へ
同
和
火
災
海
上
保
険
常
務
』

君ム 』ざ 若
手
経
済
人
の
強
い
要
望
で
井
植
会
長
を
迎
え
、
神

員
の
一
人
で
も
あ
る
し
、
神
戸
塩
屋
に
住
ん
で
お
ら

井
植
歳
男
三
洋
電
機
会
長
の
人
柄
に
触
れ
て
経
済
人

前
大
阪
で
誕
生
し
た
。

と
め
て
い
る
ｃ

戸
井
植
学
校
を
お
願
い
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り

昨
年
八
月
開
校
し
、
こ
の
集
い
が
生
ま
れ
た
。

の
若
手
経
済
人
で
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
真
向
に
受
け

神戸井植学校

な
△
五
口
で
あ
っ
た
．

と
し
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貯
え
よ
う
と
い
う
意
欲
的

で
あ
り
、
視
野
の
広
い
指
導
者
で
も
あ
る
。
神
戸
の

も こ
の
集
い
は
大
阪
の
気
鋭
の
若
手
経
済
人
が
直
接
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

そ
し
て
井
植
会
長
は
青
年
経
済
人
の
よ
き
理
解
者

井
植
歳
男
会
長
《
三
洋
電
機
》
を
囲
む
会
は
六
年

こ
う
い
っ
た
会
合
か
ら
皿
世
紀
に
向
か
う
神
戸
の

そ
の
人
、
井
植
会
長
は
い
ま
、
兵
庫
県
の
教
育
委

ある集い
＝＞ ←

→
井
植
会
長
の
個
性
豊
か
な
話

Y 、易７

神
戸
井
植
学
校
の
メ
ン
バ
ー
は
新
鋭

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
会
合
で
あ
る

望
し
日
本
を
語
り
熱
気
が
あ
ふ

代

れ
る
。

７１
こ
ろ
が
力
争
い
。

が
、
と
き
に
談
論
風
発
、
世
界
を
展

ネ
ル
ギ
ー
は
お
よ
そ
尽
き
る
と

術
は
定
評
が
あ
り
、
そ
の
エ

勘
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＜本格派の人々に愛されるヨシオカの靴＞

卜野

●賀春●

☆靴のオーダーメード

ヨニグオカ
大丸前／ＴＥＬ３３－５１９０．９７６３
東急百貨店／渋谷4 6 2 - 3 4 3 6 ( 直）

日本橋２１１－０５１１( 代）

号

ｆ
０
茸

》

大神戸店
東京店

L ＆
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〆

☆
コ
ウ
ベ
・
ス
ナ
ッ
プ

☆
コ
ウ
ベ
・
ス
ナ
ッ
プ

、

人
口
一
二
四
万
、
美
し
い
自
然
の
中
で
生
き
る
神
戸
は
、
迫
り
く
る
情
報
産
業
時

代
へ
の
一
大
布
石
と
し
て
、
神
戸
商
工
貿
易
セ
ン
タ
ー
を
建
設
中
。
地
下
２
階
、

地
上
錨
階
で
西
日
本
最
大
の
超
高
層
建
築
。
商
工
貿
易
業
務
の
殿
堂
と
し
て
、
躍

進
す
る
神
戸
に
雄
姿
を
見
せ
た
。
今
年
十
月
竣
工
予
定
。

人
口
一
二
四
万
、
美
し
い
自
然
の
中
で
生
き
る
神
戸
は
、
迫
り
く
る
情
報
産
業
時

代
へ
の
一
大
布
石
と
し
て
、
神
戸
商
工
貿
易
セ
ン
タ
ー
を
建
設
中
。
地
下
２
階
、

地
上
錨
階
で
西
日
本
最
大
の
超
高
層
建
築
。
商
工
貿
易
業
務
の
殿
堂
と
し
て
、
躍

進
す
る
神
戸
に
雄
姿
を
見
せ
た
。
今
年
十
月
竣
工
予
定
。

人
口
一
二
四
万
、
美
し
い
自
然
の
中
で
生
き
る
神
戸
は
、
迫
り
く
る
情
報
産
業
時

代
へ
の
一
大
布
石
と
し
て
、
神
戸
商
工
貿
易
セ
ン
タ
ー
を
建
設
中
。
地
下
２
階
、

地
上
錨
階
で
西
日
本
最
大
の
超
高
層
建
築
。
商
工
貿
易
業
務
の
殿
堂
と
し
て
、
躍

進
す
る
神
戸
に
雄
姿
を
見
せ
た
。
今
年
十
月
竣
工
予
定
。

胤
瑚
胤
瑚

躍
進
す
る
神
戸
．
た
だ
い
ま
建
設
中

躍
進
す
る
神
戸
．
た
だ
い
ま
建
設
中

下
畢
戸

の故郷である海は、神戸人の第二の故
･ ボート・アイランドへの神戸大橋は、
いま建没中、全長l 6 5 2 f , ‘でダブルデッ
造となる。

人類
郷ﾌﾟ蟹
プだ
キイ街

．､､ｉ噛鴎竜＃

● 曾瞬

海
は
埋
立
て
、
市
街
地
は
地
下
へ
。
三
宮

市
街
地
改
造
の
０
ブ
ロ
ッ
ク
、
地
上
Ⅲ
階

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ビ
ル
の
建
設
中
。
ア
ー

ケ
ー
ド
内
で
織
り
な
す
ざ
わ
め
き
を
よ
そ

に
、
黙
々
と
ダ
ン
プ
カ
ー
が
潜
る
。

一一画＝再画画固

噸
簿

Ｋ
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1１

心
１
月
号
目
次

寺

○
二
Ｃ
○

一
○
○

表
紙
Ｉ
小
磯
良
平

１
ｍ
①
８
目
色
○
３
角
／
津
高
和
一

３
神
戸
っ
壬
〕
＄
／
撮
影
Ｉ
米
田
定
蔵

①
竹
里
早
代
②
滝
川
博
司

７
あ
る
集
い
／
「
神
戸
井
植
学
校
」

９
コ
ウ
ベ
・
ス
ナ
ッ
プ
／
た
だ
今
建
設
中

廻
わ
た
し
の
意
見
／
平
井
泰
太
郎

廼
随
想
三
題
／
ヘ
ポ
碁
と
企
業
と
創
作
と
・
藤
本
敬
八
郎

繭
た
け
た
明
治
美
人
・
藤
本
ハ
ル
ミ

ロ
ー
マ
だ
よ
り
、
日
本
女
性
ブ
ー
ム
・
新
谷
畷
紀

娼
あ
る
集
い
・
そ
の
足
あ
と
／
「
神
戸
井
植
学
校
」

瓢
随
想
／
神
戸
に
想
う
。
岡
崎
忠

配
随
想
／
ア
ジ
ア
新
聞
セ
ミ
ナ
ー
・
畑
専
一
郎

妬
連
載
随
想
・
詞
○
鼻
旨
ｍ
ｏ
冨
時

生
き
る
・
ほ
ん
と
に
生
き
る
た
め
・
十
河
巌

調
新
春
対
談
／
原
口
忠
次
郎
神
戸
市
長

井
植
歳
男
三
洋
電
機
Ｋ
Ｋ
会
長
司
会
／
牛
尾
吉
郎

弘
経
済
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

”
神
戸
る
ぼ
／
明
舞
団
地

鐙
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
／
諸
岡
博
熊

坐
神
戸
の
ア
ー
パ
ン
デ
ザ
イ
ン
／
水
谷
願
介
十

神
戸
の
モ
ダ
ー
ン
リ
ビ
ン
グ
／
チ
ー
ム
Ｕ
Ｒ

妬
ｇ
ｚ
閃
冨
シ
⑳
／
淀
川
長
治

鯛
連
載
マ
ン
ガ
／
プ
レ
ゼ
ン
ト
④
岡
田
淳

釦
動
物
園
飼
育
日
記
⑫
／
烏
の
素
顔
・
亀
井
一
成

帥
あ
る
日
の
モ
ー
ド
八
１
月
Ｖ
福
富
芳
美

泊
特
集
座
談
会
／
世
界
を
駆
け
る
神
戸
の
レ
デ
ィ
た
ち

平
松
純
子
・
沢
松
順
子
・
和
子
・
松
蔭
ゆ
り
か
他

確
松
の
家
五
十
周
年
を
祝
う
会

距
神
戸
の
集
い
か
ら

妬
神
戸
遊
戯
誌
⑮
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
②
青
木
重
雄

マ
ダ
ム
・
ド
・
コ
ウ
ベ
〈
哩
〉
星
野
冨
士
子
ｌ
竹
田
洋
太
郎

卯
ヘ
ン
な
ペ
ー
ジ
①
少
量
殺
人
事
件
／
向
井
修
二

蛇
百
店
会
だ
よ
り

妬
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
花
時
計

皿
連
載
物
語
第
十
六
回
・
非
悪
童
物
語
／
足
立
巻
一

ｍ
連
載
小
説
／
兵
庫
の
女
八
一
一
一
十
五
回
Ｖ
武
田
繁
太
郎

唖
海
・
船
・
港
①
ス
コ
ッ
チ
と
船
長

麺
カ
メ
ラ
歳
時
記
八
１
月
Ｖ
カ
メ
ラ
／
緒
方
し
げ
を

１

カ
メ
ラ
／
米
田
定
蔵

レ
イ
ア
ウ
ト
・
カ
ッ
ト
／
港
野
千
穂

「

:《ﾉﾆﾗﾗ皇湯ぐ
８『〃

r／「Ⅱ『

;差/‘

筆三二

こ
れ
は
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
手
帳
で
す

あ
な
た
の
く
ら
し
に
楽
し
い
夢
を
お
く
る

神
戸
を
訪
れ
る
人
々
に
は
や
さ
し
い
道
し
る
べ

こ
れ
は
神
戸
っ
子
の
手
帳
で
す

ｰ 可
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の意見

Ｌ山。

神戸が新時代の
リーダーシップ。を 平井泰太郎

く神戸大学名誉教授＞

1３

今
、
た
ま
た
ま
三
浦
環
を
テ
レ
ビ
で
み
て
、
一
九
二
五
年
頃
の

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
想
い
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
世
界
の
経
営
学

界
の
第
一
回
会
合
が
プ
ラ
ハ
で
行
な
わ
れ
、
後
の
チ
ェ
コ
大
統
領

マ
サ
リ
ッ
ク
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
フ
ー
バ
ー
氏
ら
と
共
に
参
加

し
ま
し
た
。
こ
の
会
合
が
来
年
、
東
京
の
国
立
劇
場
で
あ
る
の
で

現
在
、
準
備
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
十
月
、
兵
庫
県
文
化
賞
を
貰
い
ま
し
た
が
、
日
本
か
ら
こ

の
よ
う
な
賞
を
貰
う
の
は
初
め
て
で
す
ね
。
世
界
で
仕
事
を
し
て

い
る
せ
い
か
、
パ
リ
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
、
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
名
誉
市
民

の
称
号
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
神
戸
の
街
と
い
う
枠
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
万
国
博
を
控
え
て
大
い
に
世
界
に
羽
を
の
ば
し
て
、
能
力
を

発
揮
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

私
は
神
戸
生
ま
れ
で
、
神
戸
小
学
校
、
神
戸
一
中
、
神
戸
高
商

と
、
名
実
共
に
神
戸
っ
子
で
す
。
昔
は
、
元
町
、
栄
町
、
海
岸
通

を
元
栄
海
と
い
い
ま
し
た
が
、
あ
の
あ
た
り
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
ね
。
地
元
で
は
、
兵
庫
県
、
神
戸
市
の
顧
問
を
し
た
り
、
ま
た

神
戸
大
学
に
経
営
学
部
を
設
け
た
り
、
ま
た
商
工
会
議
所
で
の
講

演
会
な
ど
、
兵
庫
県
の
海
外
発
展
に
関
す
る
仕
事
に
も
関
係
し
、

現
在
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
大
学
を
設
立
す
る
案
が
私
の
所
に
持
ち
こ
ま

れ
て
い
ま
す
。
神
戸
は
港
と
共
に
生
き
て
き
た
街
で
す
し
、
神
戸

の
経
営
者
も
、
地
域
的
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
直

接
世
界
に
雄
飛
す
る
ぐ
ら
い
の
気
慨
が
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

神
戸
は
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿
っ
て
前
進
し
て
い
る
街
で
す
。

神
戸
っ
子
は
そ
の
中
で
、
次
々
と
新
ら
し
い
構
想
を
う
ち
だ
し
、

神
戸
が
日
本
の
新
時
代
へ
の
革
新
の
リ
ー
ダ
ー
・
シ
ッ
プ
を
と
る

に
ふ
さ
わ
し
い
、
と
思
い
ま
す
。
ポ
ー
ト
・
ア
イ
ラ
ン
ド
や
、
明

石
架
橋
の
構
想
は
、
か
な
り
前
か
ら
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
す

が
、
現
在
で
は
一
歩
進
ん
で
、
大
阪
湾
の
埋
立
て
な
ど
、
瀬
戸
内

海
の
利
用
が
問
題
に
な
る
で
し
ょ
う
ね
。
瀬
戸
内
海
は
、
日
本
の

大
き
な
運
河
で
す
。
世
界
の
貿
易
港
の
発
展
状
況
を
み
ま
す
と
、

神
戸
が
、
瀬
戸
内
海
全
体
を
一
つ
の
港
に
し
た
と
き
の
中
枢
機
能

を
果
し
て
貰
い
た
い
。

淡
路
の
国
際
空
港
が
で
き
る
将
来
に
は
、
神
戸
が
世
界
の
情
報

網
の
中
心
と
し
て
位
置
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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姿といい、味、色艶にフランス菓子の
優雅な華麗さをそのままお伝えします。

洋菓子の
陸口々

元町店三宮店さんちか店秀品店そ事う店
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典章凋夕倉動車線式含牡
本社神戸市長田区北町２丁目５神戸（0 7 8 ) ５６－５０５１
尼崎営業所阪神国道玉江橘束大阪（0 6 ）４８１－９５０１
西宮営業所阪神国道北今津東西宮（0 7 9 8 ) ３３．３５７１
東神戸営業所阪神国道大祈川束神戸（0 7 8 ）８６－５４７１
三田営業所三田梼察署南5 0 米三田（0 7 9 5 6 ）６３０１
神戸営業所国鉄兵庫駅南5 0 米神戸（0 7 8 ）６８．６７８１
姫. 路営業所神姫国道市川椛束姫路（0 7 9 2 ) ２３－２７８１
豊岡営業所豊岡市泉町1 3 - 2 7 盟岡（0 7 9 6 2 ）４１７４
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随想三題

一

八
彫
刻
家
Ｖ

友
人
の
Ｈ
と
は
十
年
来
の
碁
敵
で
あ

る
。
対
局
中
に
駄
酒
落
、
古
川
柳
か
ら

世
間
話
し
の
類
が
や
た
ら
と
飛
び
か
う

の
が
常
で
あ
る
。
不
思
議
な
も
の
で
Ｈ

と
私
と
の
上
達
？
ぶ
り
は
実
に
テ
ン
ポ

を
同
じ
う
し
て
い
る
。
彼
の
指
す
手
は

私
の
置
き
た
い
石
で
あ
り
、
落
と
し
穴

や
寅
は
容
易
に
お
互
が
発
見
し
て
し
ま

い
、
ゲ
ラ
ゲ
ラ
と
不
徳
の
笑
い
声
を
発

し
て
な
か
な
か
う
ま
い
手
に
は
乗
っ
て

来
な
い
。
初
心
者
の
陥
る
手
は
同
じ
所

で
陥
る
こ
と
と
相
成
る
。
碁
に
興
味
を

持
ち
は
じ
め
て
、
い
ろ
い
ろ
な
初
心
者

と
指
し
合
っ
て
み
る
に
、
ど
れ
も
同
じ

ヘ
ポ
碁
と
企
業
と

創
作
と

藤
本
敬
八
郎
八
カ
ッ
ト
も
Ｖ

国
に
輸
出
を
考
え
た
」

私
「
そ
れ
は
当
然
の
開
発
プ
ラ
ン
だ
ろ

》
つ
」

私
の
頭
に
は
南
国
の
つ
き
ぬ
け
る
よ

う
な
空
と
、
透
き
通
る
海
底
の
砂
が
浮

か
ん
で
い
た
。

Ｈ
「
君
な
ら
ど
の
へ
ん
に
売
り
込
み
を

か
け
る
？
」

私
「
そ
う
さ
ね
…
…
南
の
国
…
…
セ
レ

ベ
ス
や
ボ
ル
ネ
オ
そ
れ
に
ア
フ
リ
カ

あ
た
り
は
ど
う
か
な
」

最
も
普
遍
的
答
案
で
あ
る
。
こ
の
最

大
公
約
数
的
解
答
は
外
れ
た
の
で
あ
る

Ｈ
「
そ
ん
な
の
は
誰
だ
っ
て
考
え
つ
く

案
だ
よ
。
実
は
寒
い
国
へ
売
り
込
む

寸
法
だ
」

私
「
な
る
程
、
そ
れ
じ
ゃ
ソ
連
…
…
？

し
か
し
こ
の
国
へ
売
り
込
む
の
に
目

の
色
を
変
え
る
程
の
こ
と
も
あ
る
ま

い
に
」

寒
冷
地
に
冷
蔵
庫
は
不
必
要
と
考
え

る
の
が
最
大
公
約
数
的
考
察
で
、
今
や

企
業
の
成
功
は
誰
で
も
考
え
つ
く
よ
う

な
公
約
数
ば
か
り
を
は
じ
き
出
し
て
い

た
の
で
は
敗
者
不
適
存
と
相
成
る
と
さ

と
さ
れ
た
。

Ｈ
「
エ
ス
キ
モ
ー
に
売
り
つ
け
る
／
」

私
「
エ
ス
キ
モ
ー
？
彼
等
は
天
然
の
冷

蔵
庫
を
持
っ
て
い
る
し
第
一
食
料
が

腐
る
心
配
な
ぞ
な
い
よ
」

私
に
は
ま
だ
判
っ
て
い
な
か
っ
た
。

Ｈ
「
冷
蔵
庫
を
冷
却
だ
け
の
用
途
に
考

え
な
い
で
、
冷
凍
品
を
適
当
な
温
度

に
ま
で
上
げ
る
役
目
も
す
る
。
コ
チ

へ
ま
を
や
っ
た
り
、
待
つ
た
を
か
け
た

り
、
考
え
る
範
晴
は
実
に
五
十
歩
百
歩

で
あ
る
。
一
人
ぐ
ら
い
わ
れ
わ
れ
と
隔

た
る
手
を
打
つ
初
心
者
は
い
な
い
も
の

か
？普

遍
的
人
間
は
考
察
力
も
普
遍
的
で

あ
る
。
社
会
は
案
外
と
普
遍
的
な
も
の

の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い

か
ら
、
こ
の
普
遍
氏
は
普
遍
妥
当
性
を

持
っ
て
生
活
し
て
い
く
こ
と
が
容
易
で

あ
る
。
し
か
し
こ
の
普
遍
氏
に
容
易
な

ら
ぬ
問
題
が
要
求
さ
れ
る
の
も
現
実
の

世
間
と
い
う
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

彼
Ｈ
氏
と
私
は
次
の
よ
う
な
対
話
を

始
め
た
。
こ
こ
で
Ｈ
氏
の
名
誉
の
た
め

に
釈
明
を
し
て
お
く
が
、
決
し
て
〔
風
邑

な
新
製
品
や
企
画
を
手
掛
け
て
い
る
訳

で
は
な
い
。
ち
な
み
に
Ｈ
氏
は
Ｍ
製
菓

企
画
室
長
で
あ
っ
た
。

Ｈ
「
あ
る
電
器
会
社
が
冷
蔵
庫
を
後
進

1５
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軍

藤
本
ハ
ル
ミ

ハ
服
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー
Ｖ

す
べ
て
日
本
の
布
を
使
っ
て
、
現
代

と
調
和
す
る
モ
ー
ド
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
開
こ
う
と
決
心
し
た
の
は
、
ち
ょ
う

ど
桜
の
花
だ
よ
り
も
ち
ら
ほ
ら
聞
か
れ

る
三
月
の
頃
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
七

カ
月
の
間
、
日
本
の
き
も
の
に
ま
っ
た

く
縁
の
遠
か
っ
た
私
は
、
日
本
服
装
史

や
美
術
史
な
ど
片
手
に
素
材
集
め
に
大

半
の
日
を
つ
い
や
し
て
し
ま
い
ま
し
た

安
土
、
桃
山
時
代
の
活
気
の
あ
る
日

本
衣
裳
の
美
を
何
と
か
こ
の
シ
ョ
ー
の

中
に
生
か
し
て
み
た
い
と
、
心
は
焦
れ

ろ
う臆

た
け
た
明
治
美
人

ン
コ
チ
ン
の
ア
ザ
ラ
シ
か
何
か
の
肉

片
を
し
ば
ら
く
入
れ
て
お
く
と
適
当

な
堅
さ
に
も
ど
っ
て
い
る
と
い
う
所

に
着
想
を
及
ぼ
す
…
…
」

企
業
戦
争
と
い
う
こ
と
ば
は
度
々
聞

か
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
ど
う
も
わ
れ
わ

れ
凡
人
と
は
視
界
が
違
っ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
こ
の
戦
術
は
正
鵠
を
得
て
い

た
か
ど
う
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、

当
然
勝
算
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
非
普

遍
的
ア
イ
デ
ア
に
も
多
分
の
勝
算
が
あ

る
と
い
う
企
業
の
魂
を
見
せ
つ
け
ら
れ

た
思
い
が
し
た
。
現
代
企
業
と
現
代
芸

術
の
関
係
、
企
業
す
る
頭
と
創
作
す
る

心
は
何
か
関
係
が
あ
り
そ
う
で
な
さ
そ

う
で
…
…
さ
て
は
て
〃
．

1６

司圃型

ど
、
ど
こ
へ
行
け
ば
何
が
見
つ
か
る
の

か
さ
っ
ぱ
り
解
ら
ず
、
ま
ず
は
手
近
な

百
貨
店
や
呉
服
屋
あ
さ
り
が
始
ま
り
ま

し
た
。
…
…
で
も
気
に
入
っ
た
も
の
は

ち
っ
と
も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
、
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
か
…
…
と
途
方
に
く
れ
た

頃
、
ふ
と
思
い
が
け
ず
花
嫁
衣
裳
の
問

屋
さ
ん
を
紹
介
し
て
頂
き
素
材
第
一
号

を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
朱
に
金
の
桧
垣

模
様
と
同
じ
く
、
黒
地
に
金
と
朱
の
亀

甲
模
様
の
西
陣
の
丸
帯
、
そ
れ
に
ぽ
か

藤
本
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
丸
帯
の
ツ
ー
ピ
ー
ス

し
論
子
に
銀
糸
の
縫
と
り
の
孔
雀
模
様

の
優
雅
な
花
嫁
の
打
掛
：
：
：
。
私
は
鏡

の
前
で
こ
の
す
て
き
な
素
材
を
何
度
も

何
度
も
胸
に
当
て
、
や
っ
と
手
に
入
っ

た
美
し
い
三
点
に
夢
中
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

日
が
た
つ
に
従
っ
て
段
々
と
た
の
も

し
い
協
力
者
が
現
わ
れ
て
来
ま
し
た
。

手
織
紬
を
六
十
糎
巾
に
別
織
し
て
も
ら

い
、
古
代
朱
、
今
紫
、
柿
茶
、
な
ど
美

し
い
素
材
が
ぞ
く
ぞ
く
集
ま
っ
て
き
ま

し
た
。
染
も
大
巾
の
縮
緬
に
国
宝
級
の

柄
を
手
描
染
し
て
も
ら
っ
た
り
、
古
い

め
ず
ら
し
い
紋
様
を
さ
が
し
て
縫
と
り

を
入
れ
て
も
ら
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と

が
で
き
は
じ
め
た
頃
、
街
は
も
う
す
っ

か
り
夏
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
何
か
面
白
い
堀
出

物
は
な
い
も
の
か
と
、
善
男
善
女
に
ま

じ
っ
て
京
都
の
北
野
天
神
の
朝
市
に
出

か
け
、
お
ん
ぼ
ろ
テ
ン
ト
を
張
っ
た
帯

屑
屋
で
臆
た
け
た
明
治
美
人
を
見
る
想

い
で
松
竹
梅
に
鶴
の
西
陣
織
を
見
つ
け

た
時
の
嬉
し
さ
は
、
思
わ
ず
吸
い
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に
立
ち
つ
く
し
た
も
の
で

し
た
。
こ
の
丸
帯
は
相
当
な
時
代
物
ら

し
く
、
実
に
深
味
の
あ
る
立
派
な
織
で

こ
の
度
の
シ
ョ
ー
の
作
品
中
そ
の
品
の

良
さ
と
豪
華
さ
で
群
を
抜
き
ま
し
た
。

シ
ョ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
の
べ
ま
し

た
よ
う
に
「
第
二
次
大
戦
後
す
っ
か
り

生
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
惜
気
も
な
く
古

い
日
本
を
捨
て
去
ろ
う
と
し
て
い
る
現

在
も
う
一
度
心
し
て
日
本
民
族
が
、
あ

る
時
は
実
用
に
迫
ら
れ
、
あ
る
時
は
無

心
に
、
あ
る
時
は
意
慾
的
に
成
長
さ
せ

て
行
っ
た
日
本
独
特
の
美
を
追
求
し
て

み
よ
う
」
と
考
え
こ
の
シ
ョ
ー
を
開
き

ま
し
た
が
、
ず
っ
し
り
と
し
た
重
さ
で

迫
っ
て
来
る
二
千
年
の
歴
史
の
前
に
、

あ
ま
り
に
も
小
さ
く
微
力
な
私
は
、
ま

ず
は
、
素
材
集
め
の
段
階
に
お
い
て
、

宝
の
山
の
入
口
で
う
ろ
う
ろ
ま
よ
っ
て

い
た
よ
う
な
心
地
が
い
た
し
ま
す
。

で
も
「
明
治
百
年
を
記
念
し
て
、
日

本
の
古
典
を
探
る
」
と
銘
う
っ
て
、
こ
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謎呂鍾さ･ 霊轟。

Ｌ二

諜一

の
シ
ョ
ー
を
や
っ
た
こ
と
は
、
私
自
身

日
本
を
見
直
し
、
古
典
へ
の
目
を
開
き

言
葉
に
つ
く
せ
ぬ
程
の
収
穫
を
得
ま
し

た
。今

日
よ
り
は
明
日
、
明
日
よ
り
は
明

後
日
と
、
よ
り
よ
き
日
本
人
の
衣
裳
を

目
ざ
し
努
力
し
た
い
も
の
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。

ロ
ー
マ
だ
よ
り

日
本
女
性
ブ
ー
ム

新
谷
露
紀

八
彫
刻
家
Ｖ

神
一
戸
っ
子
の
皆
様
お
元
気
で
す
か
。

南
国
幻
○
旨
缶
も
、
そ
ろ
そ
ろ
日
足

も
短
か
く
冬
に
突
入
、
昼
間
は
ま
だ
ま

だ
ひ
と
頃
の
夏
を
想
わ
せ
る
暖
か
さ
、

夜
は
気
温
も
ぐ
っ
と
下
っ
て
毛
皮
を
持

ち
出
す
ご
婦
人
も
チ
ラ
ホ
ラ
。

国
冒
冒
５
国
闇
Ｃ
Ｏ
氏
の
”
○
冒
跨
か
ら

、
一
○
○
伽
南
に
あ
る
第
二
ア
ト
リ
エ
に
て
新
谷
氏

凸

1１
二
度
目
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
か
ら
、

詞
○
旨
跨
に
戻
っ
て
、
整
理
云
々
し
て

い
る
間
に
早
や
一
カ
月
余
り
経
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
間
、
国
画
会
の
山

本
万
司
氏
が
幻
○
冨
接
に
来
ら
れ
ま
し

た
。
目
下
、
中
西
勝
氏
夫
妻
詞
○
冒
缶

滞
在
中
。
四
年
ぶ
り
に
再
会
、
年
を
取

っ
て
お
ら
れ
る
様
子
は
ま
っ
た
く
ウ
カ

ガ
ワ
レ
ズ
、
少
し
白
髪
が
目
立
つ
程
度

奥
様
と
共
に
、
と
て
も
お
元
気
、
懐
し

い
関
西
弁
で
喋
り
ま
く
る
の
が
楽
し
み

妹
の
津
子
、
映
子
達
も
何
と
か
イ
タ

リ
ヤ
語
を
学
ん
で
、
も
う
手
が
掛
か
ら

ぬ
よ
う
に
な
り
、
結
構
一
人
で
イ
タ
リ

ヤ
人
の
間
に
は
い
っ
て
、
ベ
ラ
ベ
ラ
や

っ
て
い
ま
す
。
外
国
女
性
の
尻
を
追
う

イ
タ
リ
ヤ
男
性
（
俗
に
パ
パ
ガ
ウ
ロ
と

い
う
）
の
多
く
が
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
る

屈
○
冨
津
、
も
う
放
っ
て
置
い
て
も
安

心
…
…
。
今
当
地
は
日
本
女
性
が
モ
テ

テ
、
モ
テ
テ
…
…
日
本
女
性
ブ
ー
ム
を

展
開
し
て
い
る
よ
う
。
日
本
男
性
が
モ

テ
ル
の
は
一
体
い
つ
頃
か
な
．
…
：
と
首

を
長
く
し
て
い
る
の
は
私
だ
け
で
は
な

い
で
し
ょ
う
。

今
年
は
、
日
本
人
観
光
客
が
昨
年
の

２
倍
幻
○
営
缶
に
や
っ
て
来
た
そ
う
で

す
。
ア
メ
リ
カ
人
に
だ
い
ぶ
ん
、
追
い

つ
い
た
そ
う
で
す
。
日
本
人
は
彼
等
が

想
像
し
て
い
た
以
上
に
行
儀
が
悪
い
と

も
っ
ぱ
ら
の
評
判
。

ホ
テ
ル
で
の
ユ
カ
タ
姿
、
ス
テ
テ
コ

道
路
で
の
立
小
便
等
々
、
我
々
外
国
に

い
る
日
本
男
子
に
と
っ
て
耳
の
痛
い
話

1７

で
す
。十

一
月
に
入
っ
て
、
観
光
シ
ー
ズ
ン

は
終
っ
た
と
は
い
え
、
い
ま
だ
街
中
に

観
光
客
は
い
っ
ぱ
い
…
…
。
さ
す
が
、

観
光
資
源
を
豊
か
に
抱
え
て
い
る
国
の

名
に
恥
じ
な
い
貫
録
ぶ
り
。

東
の
小
国
日
本
か
ら
大
国
ア
メ
リ
カ

を
追
い
越
す
程
の
人
が
外
国
に
出
て
、

外
貨
不
足
で
日
本
国
が
滅
び
る
の
と
違

う
の
か
な
あ
…
…
と
心
配
も
さ
せ
ら
れ

る
程
。
こ
ん
な
中
で
一
人
日
本
人
で
神

戸
出
身
の
人
が
経
営
し
て
い
る
両
○
冒

缶
の
中
心
街
ス
ペ
イ
ン
広
場
横
の
「
東

京
レ
ス
ト
ラ
ン
」
が
エ
ビ
ス
顔
。

ス
ペ
イ
ン
広
場
と
い
え
ば
、
ヒ
ッ
ピ

ー
族
の
た
む
ろ
場
と
し
て
最
近
は
特
に

有
名
。
そ
れ
が
、
こ
の
夏
以
来
姿
を
消

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

我
が
家
の
庭
の
よ
う
な
感
じ
（
歩
い

て
三
分
）
だ
っ
た
広
場
も
名
物
が
無
く

な
り
淋
し
い
。
彼
等
の
常
用
し
て
い
た

ハ
シ
シ
ュ
、
マ
リ
ワ
ナ
、
Ｌ
Ｓ
Ｄ
、
が

原
因
で
手
入
れ
が
あ
り
、
今
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
ネ
パ
ー
ル
近
辺
に
移
動
し

て
い
る
と
い
う
ウ
ワ
サ
。

今
年
の
Ｖ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
は
ブ
ド
ウ
不
作
で

あ
ま
り
よ
く
な
い
よ
う
で
す
。
ち
ょ
っ

と
コ
ク
に
か
け
て
い
る
感
じ
。
ブ
ド
ウ

酒
の
味
に
ウ
ル
サ
ク
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
と
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
ー
の
味
に
…
…
。

来
年
早
々
帰
国
（
一
時
帰
国
）
を
考

え
て
お
り
ま
す
。
神
戸
の
ウ
マ
イ
肉
と

タ
コ
焼
食
べ
た
い
で
す
ね
…
…
。
お
目

に
か
か
れ
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
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色

牛
尾
吉
朗

ハ
ウ
シ
オ
エ
業
Ｋ
Ｋ
社
長
Ｖ

神
戸
港
の
貨
物
取
扱
量
は
、
昭
和
妃

年
に
は
五
八
○
○
万
ｔ
を
超
え
る
の
で

す
ｌ
と
原
口
市
長
は
語
る
．

十
一
月
二
十
日
、
北
野
ク
ラ
ブ
で
行

な
わ
れ
た
神
戸
井
植
学
校
と
、
大
阪
の

井
植
会
長
を
囲
む
会
と
の
合
同
例
会
で

の
模
様
で
あ
る
。
出
席
者
は
、
井
植
三

洋
電
機
Ｋ
Ｋ
会
長
、
原
口
神
戸
市
長
を

含
め
て
、
実
に
加
入
の
盛
会
で
あ
っ
た

淡
路
国
際
空
港
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

神
戸
井
植
学
校

☆
あ
る
集
い
Ｉ
そ
の
足
あ
と

神戸井植学校と、大阪の井植会長を囲む会の合同例会、北野クラブにて

が
提
案
さ
れ
、
井
植
会
長
が
、
そ
の
大

き
な
推
進
力
と
な
っ
た
の
を
契
機
に
、

当
時
、
神
戸
Ｊ
Ｃ
の
関
西
新
国
際
空
港

問
題
特
別
委
員
長
で
あ
っ
た
牛
尾
吉
朗

（
ウ
シ
オ
エ
業
Ｋ
Ｋ
社
長
）
が
、
井
植

会
長
を
校
長
と
し
て
、
親
し
く
そ
の
卓

越
し
た
経
営
理
念
に
接
し
、
勇
気
あ
る

若
き
企
業
経
営
者
の
修
練
の
場
と
し
て

の
、
神
戸
井
植
学
校
を
創
設
し
た
。

こ
れ
が
、
昭
和
妃
年
８
月
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

こ
れ
よ
り
先
、
大
阪
で
は
若
き
経
済

人
の
集
い
、
井
植
会
長
を
囲
む
会
が
結

成
さ
れ
て
い
た
が
、
神
戸
井
植
学
校
で

は
創
立
当
初
か
ら
、
妬
才
が
卒
業
年
齢

で
、
入
学
は
帥
才
か
ら
と
い
う
、
大
阪

以
上
に
若
さ
を
誇
れ
る
も
の
と
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
生
徒
（
？
）
も
、

実
に
各
年
代
に
わ
た
っ
て
、
行
動
的
で

発
言
力
が
あ
り
、
若
さ
が
表
面
に
い
き

い
き
と
出
て
く
る
こ
と
が
資
格
と
さ
れ

現
在
は
定
員
妬
名
の
と
こ
ろ
、
皿
名
と

厳
選
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
各
人
に

選
ば
れ
た
こ
と
に
よ
る
自
信
を
植
え
、

同
志
的
気
運
を
生
み
だ
し
て
い
る
。

こ
の
学
校
は
、
他
の
団
体
と
違
っ
て

思
考
を
実
質
的
な
行
動
に
移
し
て
行
く

の
が
目
標
で
、
昔
の
松
下
村
塾
神
戸
版

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
う
い
う

気
風
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
み

つ
め
な
お
し
て
い
く
経
済
人
の
育
成
の

場
で
あ
り
、
神
戸
の
将
来
を
、
考
え
、

語
り
、
地
元
の
地
域
経
済
開
発
な
り
、

地
元
に
密
着
し
た
問
題
を
、
神
戸
は
い

か
に
進
む
べ
き
か
の
次
元
で
絶
え
ず
研

究
し
、
そ
れ
を
各
自
の
能
力
を
き
び
し

く
開
発
す
る
過
程
で
具
体
化
し
、
行
動

の
レ
ベ
ル
に
持
っ
て
い
く
。
こ
れ
が
、

井
植
学
校
の
機
動
力
と
も
い
え
よ
う
。

第
一
期
生
は
、
大
正
旭
年
生
ま
れ
の

角
南
猛
夫
氏
を
最
年
長
に
、
昭
和
過
年

の
上
島
達
司
氏
ま
で
、
そ
れ
に
、
講
師

陣
と
し
て
、
原
口
忠
次
郎
神
戸
市
長
、

金
井
元
彦
兵
庫
県
知
事
、
砂
田
重
民
衆

議
院
議
員
、
石
野
信
一
神
戸
銀
行
頭
取

鈴
木
栄
敬
日
銀
神
戸
支
店
長
、
秋
田
博

正
神
戸
Ｊ
Ｃ
初
代
理
事
長
の
六
名
と
陣

容
を
そ
ろ
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
実
際
に
行
政
・
財
政

を
担
当
し
て
い
る
政
・
財
界
の
豊
か
な

講
師
陣
と
、
井
植
校
長
の
絶
え
ず
前
向

き
の
姿
勢
が
、
こ
の
井
植
学
校
の
性
格

を
物
語
っ
て
い
る
。

月
に
一
度
の
例
会
を
持
ち
、
第
一
回

は
、
８
月
Ⅳ
日
、
砂
田
重
民
氏
を
迎
え

て
、
井
植
学
校
の
方
向
並
び
に
井
植
校

長
の
生
き
方
に
つ
い
て
の
校
長
諮
問
会

第
二
回
は
、
９
月
型
日
、
淡
路
島
の
井

植
邸
に
宮
崎
助
役
を
迎
え
て
の
淡
路
新

国
際
空
港
へ
の
認
識
を
深
め
る
集
い
、

、
月
は
、
大
阪
の
井
植
会
長
を
囲
む
会

の
見
学
に
運
営
幹
事
の
牛
尾
吉
朗
氏
が

出
か
け
、
第
三
回
例
会
と
し
て
、
ｎ
月

即
日
、
神
戸
、
大
阪
合
同
例
会
を
持
っ

た
。神

戸
井
植
学
校
は
、
神
戸
経
済
界
の

起
爆
剤
と
し
て
、
将
来
に
つ
な
が
る
大

き
な
発
展
を
約
束
し
て
い
る
。
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